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の生活において自然に実践している。しかしながら日々の自然な営みであるが故に
習慣となり、意識上にのぼらせることは少なくなっていると思われる。」（２頁）  
  ・「この互いに関心を向けてケアし、ケアされる過程『ケアリング』“ caring”は、
意識するしないにかかわらず常に我々の身の回りに起きていて、いろいろな関係性
の様態を醸し出している。」（ 27 頁）  
  ・「人が他者へと関心を向けて互いに意思を尊重しようとしているかぎりにおいて自
然発生的にどこにおいても行われるもの」（２ -３頁）  
◎「人間だれしもが自然発生的に他者との関係性を構築するときに実施している」
（『論文要旨』７頁）  






























②ブロンフェンブレンナーの「生態学的環境」（『論文要旨』２ -３頁 , 本文３頁 , 19-20 頁 , 
27-8 頁 , 166-7 頁）  
これを論理展開の基本的枠組にしたのが、本研究の独自性の一つである。論者によれば、 
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る環境を人の生涯におけるケアリングの場の枠組みにしたことである（ 166-7 頁）。 
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ング関係を吟味したこと。そしてその際、ケアリングのあるべき姿を一面的に「我―汝」
関係に見るありふれた見方を脱し、「我―それ」との両義的・両面的関係と捉えることを














 よって、本論文は博士（教育学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
